
舞台を一緒に創ろう！
＜二つのワークショップと四日間の装置作り体験＞

11／6（日）13：00～19：00
杉山 至・舞台美術WS　参加条件：中学生以上　定員：20名（要申込）
「逍遥するセノグラフィー」
～妙なる舞台美術・セノグラフィーを探して～

11／18（金）～21（月）10：00～20：00 （出入り自由）  杉山・装置作り
11／20（日）18：00～　作成中の装置を木藤氏がライトアップ

会　場：高知県立美術館・創作室1　
参加費：無料
お問合せ／お申込み：088-866-8000

11／13（日）13：00～19：00  　
木藤 歩・照明WS　参加条件：小学生以上　定員：20名（要申込）
「五感と照明で遊ぶワークショップ」
～いろんな感覚を開いて光と闇の色を見よう～

ポかリン記憶舎の明神さんとは、植物学者・牧野富太郎氏の話をよくします。未
知なるモノを求めて、まずは身近な山野を彷徨い歩いた牧野博士。実は、舞台
美術も日常の見慣れた風景やふとした瞬間に見上げた夕空の色の中などに発想
へのヒントが隠されています。身近な風景や環境をスケッチしたり、その中でパ
フォーマンスを行い、セノグラフィー（情景としての視覚的世界）という感覚を体
感しながら、舞台美術のみならず、舞台芸術の魅力に触れていきます。創造と
発見の可能性を求めて、素材、かたち、質感、すべての知覚、感覚の原野を彷
徨うようなワークショップを行います。

ワークショップで発見したことがらを膨らませながら、美術・装置の製作を行います。

照明と聞くと、明るくするのが役割のように聞こえますが、光があるということは、
必ず影ができるということ。
その影や闇を操るのも、照明家の仕事です。
ゴッホの絵の味を考えたり、チャイコフスキーの曲の温度を想像しながら説明で
きない何かを直感で浮かんでくる五感に変換して遊ぶことで光の手触りを感じた
り闇のにおいをかいだりできるようにトレーニングをして、舞台照明のデザイン
の考え方を実践してみるワークショップです。

杉山  至　Sugiyama Itaru 
神奈川県生まれ。国際基督教大学卒。同大学在学中より劇団青年団に参加。
01年度文化庁芸術家在外研修員としてイタリア・ナポリの舞台美術工房にて研
修。06年カイロ国際実験演劇祭参加作品：地点『るつぼ』にてベスト・セノグ
ラフィー賞受賞。近年は青年団、双数姉妹、ポかリン記憶舎、地点、サンプル、
山田せつ子、LUDENS等の舞台美術を担当。また舞台美術ワークショップを多
数実施。桜美林大学、四国学院大学非常勤講師、舞台美術研究工房・六尺堂ディ
レクター、NPO法人 S.A.I.理事、二級建築士。

木藤  歩　Kito Ayumi 
愛知県生まれ。日本大学芸術学部演劇学科照明コース卒。
在学中より活動を始め、2003～07年 balance,inc.勤務ののちドイツに渡り、
08年度文化庁新進芸術家のための留学制度研修員としてベルリンのアートハ
ウスにて研修。劇場ではない場での演劇公演のデザインを多く手がけ、空間の
持つ力と共演する照明をめざすとともに、舞台芸術になじみやすくするための
ワークショップも視野に入れ活動中。
ポかリン記憶舎のほか、劇団Ort-d.d、サンプルなどの照明デザインを担当。

WS

ワンダリングWæNDERING
ポかリン記憶舎　新作公演 公演日時

11月25日（金）19:00
 26日（土）14:00／19:00
 27日（日）14:00作・演出／明神 慈 ＠高知県立美術館ホール ポかリン記憶舎　

http://www.pocarine.org/

未経験者歓迎

2007年『夜奏』＠高知県立美術館

2011年 「体育館に嵐が起きたら !?」＠にしすがも創造舎2007年「舞台美術・空間のワークショップ」＠高知県立美術館

演劇は、舞台美術・照明・音楽・衣裳・戯曲・演出・演技・観
客が一体になったときに成立する「総合芸術」と呼ばれています。
今回は、舞台美術と照明のワークショップを通して、ワクワクす
る空間をいろんな方法で立ち上げてゆきます。
四日間の舞台装置作りでは、高知で調達した素材（竹、和紙など）
を使い、『WæNDERING』公演の装置をみんなで作ります。
ものづくりが好きな人、舞台美術や照明、空間に興味がある人、
一緒に舞台を創りましょう。

ポかリン記憶舎 舎長　明神 慈


